数学科学習指導案

日時　平成１８年6月16日（金）　1校時　 

　   場所  埼玉県○○○中学校　3年○組教室　　

授業者　　　　　 　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　 

1． 題材名　平方根

2． 題材観

　第１学年で負の数を学んだことで、今までは有理数の範囲で学習を行ってきた。この単元では今まで学んできたことでは表すことのできない数（無理数）を知り、これまでは不可能だった対象が学習可能になる。また、２乗すると根号がとれることのほかは、文字を用いた演算と同様に計算できることをおさえ、無理数も記号で表すよさを生かして、その処理について学んでいく。

3． 指導観

　本時は平方根の導入である。導入課題は、正方形の面積の求め方を利用する。一辺の長さを2乗することによって面積が求められることから、平方根の存在や定義を伝える。

　発展課題としては、一辺の長さが連続する自然数である正方形を利用する。一辺の長さが有理数で表せないときの正方形の面積を設定し、このときの一辺は連続する自然数の間にあるが、今まで学習した内容では表せないことを気づかせることによって新しい数（無理数）の存在に気づかせる。

　最も重要視するのは平方根であり、有理数の平方根とはどのようなものなのかは全員が理解できるように努める。

4． 生徒観

　生徒の理解度に関しては多少のバラつきがみられる。一部で落ち着きがないところもあるが、やるべき時にはやるべきことをやるクラスである。また、教師側が簡単な発問を投げ掛ければ誰かが答えてくれるので、反応は悪くない。積極的に発問をすることによって、授業への関心を向かせたい。

5． 指導目標

　「数学への関心・意欲・態度」

· 平方根や新しい数（無理数）を知ることによって、数を用いて物事を広く考察・処理することができるようにする。

「数学的な見方や考え方」

· 新しい数が導入されたことによって、数の範囲が拡張されたことがわかる。

「数学的な表現・処理」

· 有理数または無理数の平方根を求めることができる。また根号を含む簡単な式の計算や変形ができるようにする。

「数量・図形などについての知識・理解」

· 根号をふくむ式の計算を、分配法則や展開を利用して計算することができる。

6． 指導計画（14時間）

（1） 平方根・・・・・・・・・・・・4時間（本時1/4）

（2） 平方根の値・・・・・・・・・・2時間

（3） 平方根の乗法・除法・・・・・・4時間

（4） 根号を含む式の計算・・・・・・3時間

（5） 問題・まとめ・・・・・・・・・1時間

7． 本時の計画

（1） ねらい

　①正方形の面積を用いて平方根の存在を知り、理解する。

②長さとして実際に存在するが、表すことのできない数に興味を持つ。

③無理数の必要性を考えることができる。

④根号を用いた平方根を理解し、扱うことができる。

（2） 学習過程

	学習活動
	指導上の留意点
	評価点
	具体的な手立て

	1． 導入課題を考える。（平方根の定義）

（問）面積が４平方㎝になる正方形を作図しなさい

（プリントを用意）


· 面積が４であること、数直線を利用して一辺の長さを確認。

· ４は２の２乗であることを確認し、この時に２は４の平方根であることを伝える。同時に-２も４の平方根であり、平方根は２つあることを確認する。（生徒に発問）（±の記号の強調）
· （板書）

『平方根・・・ある数の２乗がaになるとき、ある数をaの平方根という』

· 練習問題を解く。

2． 発展課題を考える。（√の存在

· 先ほど作図した正方形に重ねるように１辺が３ｃｍ（面積が９平方ｃｍ）の正方形を作図させる。


· 面積が４の時に一辺は２、９の時は３と数直線を利用して作図できるが、面積が７の正方形を作図できるか、またそのときの長さはどうなるかを発問→作業。

· 一辺が２．１～２．９までどうなったか発問し、面積が７に一番近い値を確認する。

（２．６＜○○＜２．７）

· このまま少数で進めていくと、近い値はでるが正確な値はでない。

· √の存在を教え、面積が７の時に一辺の長さは√７と表せることを確認する。（正方形の一辺と面積の関係が平方根の関係）

· （板書）根号の説明『一辺の長さが正確に表せない数のとき、根号という記号を使って表すことにする』

· 練習問題を解く

３．まとめ

· 練習問題の答え合わせをし、平方根の定義を再確認する。

· √の書き方の注意

４．自己評価カードの記入
	１．

· 定規は事前に用意させておく。

· 作図は定規を使って見やすく丁寧に書くようにさせる。

· 平方根の定義を掲示する。

· 練習問題を通して、平方根の意味を確認し、求め方を理解させる。

２．

· 必要であれば、電卓を使っても良いと援助する。

· 実際には存在する値なのに、少数では表すことができないことに着目させる。

· √を使うことによって、より幅広く数学が学べることを伝える。


	１．

· 課題に興味を持ち、作業をしているか。①（机間指導）

· 発問に対しての返答はできているか。①・③（発問・質問）

· 平方根には負の数もあると気づいたか。②・④（発問）

· ２乗と平方根の関係に納得しているか。④

（練習問題）

· 平方根の定義を納得し、平方根を求めることができるか。③・④

（練習問題）

２

· 作図をし、問題に取り組もうとしているか。①（机間指導）

· 少数で表せないならば、何でどのようにしたら良いかを考えているか。①・②（反応）

· 平方根の意味を理解し、根号の意味が理解できたか。②・④（練習問題）

· 根号を用いて平方根を表せるか。④（練習問題）

①<関・意・態>

②<数学的な見方や考え方>

③<表現・処理>

④<知識・理解>
	１

· 黒板には画用紙で作成した正方形をマグネットで貼っていく。

· ○の２乗＝４という式から平方根は２つあることを確認する

２．

· 存在するのに表せない数などあるのか？（問いかけ）

· より正確な値を出すにはどうしたら良いかを発問




備考　生徒数　男子１６名　女子１８名　計３４名
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プリントに作図）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（プリントに作図）
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